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      平成２８年第１回定例会一般質問 

 １３番議員、真政会の園部増治です。議長のお許しをいただきま

したので質問通告に従い「公共施設マネジメントについて」と「都

市基盤整備について」の 2件につき一般質問を行います。 

 質問に入る前に、去る３月１１日で東日本大震災から丸５年にな

りましたが、今なお厳しい避難生活をされている方がたくさんおり

ます。一日も早い復旧復興をお祈り申し上げまして、質問に入らせ

て頂きます。 

 まず「公共施設マネジメント」についてでありますが、去る 2月 9

日～10日にかけての会派の研修で、地方議員研究会主催の「公共施

設マネジメント」講座を受講してまいりました。この研修で学んで

きたことをもとに質問をさせていただきます。 

 公共施設マネジメントにつきましては、2012年に発生した中央自

動車道笹子トンネルの事故が大きなきっかけとなり、1960年代から

1980年代の高度成長期に整備された多くの公共施設が、一斉に老朽

化を迎えていることに対する危機感の高まりから、要請されたもの

であります。政府は、2013年に「インフラ長寿命化基本計画」を決

定し、それを受けて直ちに総務省から全国の地方自治体に対して、

自ら保有するすべての公共施設を対象として「公共施設等総合管理

計画」を策定することが要請されたものであります。 

 高度成長期に整備された公共施設の老朽化は古河市においても例

外ではないと思います。施設の老朽化により巨額の更新投資が見込

まれる中で、扶助費の伸びも大きなものがあり、更新修繕の費用の

確保が懸念をされているところであります。 

 先日の研修の中でも、インフラや公共施設は地方財政にとっての

時限爆弾であるというお話がありました。また、公共施設やインフ
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ラのマネジメントは、まさに行政改革であり、行政改革の根幹的課

題であるという認識が必要であり、首長のリーダーシップが重要で

あるということでもありました。いかに公共施設の実態を把握して、

その更新の手法、統廃合、経費の削減、効果的な投資方法、資金の

調達等も含めた総合的な対応を考えていくことが重要であるという

ことであります。 

 公共施設マネジメント計画を推進していくに当たっては、「固定資

産台帳の整備」から始めなければなりません。固定資産台帳を整備

することにより、公共施設の全体を把握して、長期的な視点をもっ

て、計画的に行うことにより、財政負担を軽減・標準化するととも

に、公共施設の最適な配置を実現していくことが必要であります。 

 このような観点から古河市での取り組みについてお伺いいたしま

す。 

①公共施設の実態把握はされているか。その中でどのような課題が

あるか。 

②公共施設マネジメントの基本方針についてはどのように考えてい

るか。 

③計画の策定はどのようになるか。更新費用の推計と充当可能な財

源措置についても合わせてお伺いをいたします。 

④最終的には住民との意識の共有ということが大切になってくると

思われますが、その点についてはどのように考えるかをお伺いいた

します。 

 

 2件目は、「都市基盤の整備」についてであります。 

先日、議会の未来創造委員会での資料をいただきました。まさに日

野自動車は、日の出の勢いで、本格稼働に向けた工場建設を進めて
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おります。資料によりますと、２０１７年初めに本格稼働、本格稼

働時の従業員数は２，０００人規模になるということであります。 

 その中に、周辺市町の開発状況等についての資料がありました。

五霞町、境町、坂東市、常総市、筑西市、結城市、小山市、野木町、

佐野市、久喜市、幸手市、つくばみらい市などが、まさに日野自動

車の進出を千載一遇のチャンスととらえて、区画整理事業や開発行

為に取り組んでいる様子が見られます。私はこれを見て、古河市も

ボヤボヤしていると取り残されてしまうのではなかろうかと強く感

じました。 

 菅谷市長になってから、「都市計画部」をなくしてしまいましたの

で、特にハード面のまちづくりが大幅に遅れてしまったような気が

いたします。「古河駅東部土地区画整理事業」や「筑西幹線道路」「都

市計画道路」の整備などの都市基盤の整備が、ほとんどと言ってい

いほど進んでいないように見受けられます。 

 今、菅谷市長は「若者に選ばれるまちづくり」ということで施策

を展開されておりますが、都市計画の面において若者が夢と希望を

持てるような魅力的なまちづくりについて、どのように考えるかを

お伺いいたします。 

 次に定住促進についてでありますが、日野自動車の従業員のため

に良好な住宅地を供給すること、受け皿を作ることが、私は定住促

進につながるものと思っておりますが、ご所見をお伺いいたします。 

 さらに、関連企業の誘致については、どのような考えかをお伺い

いたしまして、１回目の質問といたします 
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（２回目） 

 公共施設マネジメントの基本方針についてご答弁をいただきまし

てありがとうございました。固定資産台帳を整備し、実態の把握は

行われており、その中で浮かび上がった課題から、必要性について

も、認識をしているということであります。 

 問題は、建て替えにはお金がかかりますので、財源はどうするか。

経費はどうするか。ということになると思います。古河市の試算で

は、今後４０年間で今ある公共施設を全部更新した場合には、１，

５３１億円かかるため、単年度平均で３８億円の更新費用がかかる

ことになります。半面、今後の投資的経費に充当可能な財源は１５

億円ということでありますので、年間２３億円足りなくなってしま

う計算になります。このままでは公共施設の４割ほどしか維持して

いけないという計算になってしまいます。また、高齢化の進展によ

り扶助費の増加が予想され、今以上の予算を公共施設にかけること

は困難になってしまいます。したがって、今ある予算の中でいかに

公共施設を改修・更新していくかということが重要になってくると

思います。 

古河市公共施設等総合管理（ファシリティーマネジメント）の基本

方針にもありますように、 

◎将来に負担を残さない行財政運営の実現 

◎過不足のない公共サービスの提供 

◎持続可能なインフラの安定管理 

このようなことが求められてきます。 

 さいたま市の公共施設マネジメント計画を見てみますと４つのシ

ナリオが示されています。 

まず第１は、本来やるべき工事をやらずに、そのままにしておくと、
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老朽化でインフラが崩壊し、安心安全の町から遠のくシナリオ。 

第２は、全部やろうとして借金をして対応すると、財政が破たんし

てしまうシナリオ。 

第３は、頭を抱えていて、予算の範囲内で新設改修更新をしても、

古い施設が残ってしまうなし崩しのシナリオ。 

第４は「全体目標」を守ることで、なるべく我慢しながらできるだ

け工夫をして乗り切るシナリオで、施設の有効活用、施設の複合化

がキーワードです。このような４つのシナリオが描かれています。 

 例えば、同じ小学校の敷地内に公民館や福祉施設や地域コミュニ

ティの活動拠点となる施設を配置するなどの複合化をしていくこと

です。いわゆるこれまでの拡充から縮充へという頭の切り替えをし

ていくことが必要であろうと考えます。 

 また、住民との意識の共有につきましても、古河市の状況は、今

このような状況にあるということを折に触れて、市民にしっかりと

伝えていくことが必要であると考えますが、ご所見をお伺いいたし

ます。 

  

 若者が夢と希望の持てるまちづくり（都市計画）についてお伺い

いたしました。先日の高校生議会の中にもありましたが、若者は、「越

谷レイクタウン」のようなショッピングモールが欲しい。若者が喜

ぶイベントをやって欲しい。道路・歩道・街灯の整備をして欲しい。

などの意見がありました。私も高校生から聞いたところ、映画館が

欲しい。とかスタバが欲しい。などの声もありました。 

 ショッピングモールや映画館、コンサートやライブなどができる

まちづくりを望んでいます。 

 古河駅東部土地区画整理事業地内は、草ぼうぼうで何も進んでい
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ません。町の顔となる部分が草ぼうぼうでは、若者はもちろん誰で

も魅力は感じられないと思います。そのうえ「古河駅東部土地区画

整理事業の新年度予算を見ても、国庫補助金４０．６パーセント減、

県補助金９９．２パーセント減と県補助金はほとんど頂けなくなっ

てしまいました。びっくりであります。文化センターでなければ何

なのか。早く代案を出していただき進めていただきたいと思います。 

 さらに定住促進についてでありますが、議会の未来創造委員会の

資料を見てびっくりいたしました。日野自動車の進出をにらんで、

近隣市町では、必死になって取り組んでおります。古河市でも、こ

れから産業系の用地を確保して、基盤整備を図るということであり

ますが、これから取り組むというのは本当に大変なことであると思

います。日野自動車が必要としている関連企業の用地はどのぐらい

必要なのかという需要予測も探りながら、進めていくことが必要で

あると思います。供給過剰になって売れ残ってしまうということの

ないようにしなければなりません。 

 【日野関連企業の進出が報道された自治体の優遇策一覧】という

資料もいただきましたが、この資料を見てみますと、古河市は、奨

励金制度だけでありますが、他市町では、例えば【下妻市】課税免

除制度、雇用促進奨励金制度、【野木町】施設設置奨励金、用地取得

奨励金、借地借家奨励金、雇用促進奨励金、【小山市】工業振興奨励

金、土地取得助成金、工業資金融資、信用保証料補助金、企業立地

雇用促進奨励金、土地取得奨励金、借地借家奨励金という制度を設

けて、企業誘致をしようと必死になっているのです。これはなぜか。

まさに未来への投資につながるからであります。先人が古河市に、

工業団地を造成して頂いたために、今、大きな財源確保につながっ

ておりますが、これと同じであります。 
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 しかし、視点を変えてみますと古河市が今すぐにできることがあ

ります。それは、良好な住宅地の提供をすることであります。「古河

駅東部土地区画整理事業」はすでに事業が進んでおりますし、「大堤

南部地区土地区画整理事業」もすでに都市計画決定を受けていただ

いており、すぐに進められる状況になっております。この都市計画

決定を受けて頂くまでが大変なわけでありますが、すでに幸いなこ

とに都市計画決定を受けて頂いておりますので、すぐに事業に着工

することができる状態になっております。工業団地の造成にいたし

ましても近隣市町の多くが区画整理事業という手法を用いて整備を

しております。住宅地の整備や商業施設の整備のための区画整理事

業も将来の財源確保という観点では、まったく同じであります。 

 したがって、古河市が他の市町に抜きんでてできることは、良好

な住宅地の提供であると考えます。古河駅東部土地区画整理事業を

進めたり、大堤南部地区には新駅を作って、筑西幹線道路で三和方

面と結んでいけば必ず他の市町に抜きんでた（都市計画）まちづく

りができるものと確信をいたしておりまし、これが最も早く他の市

町に先駆けてできる方策である考えます。 

 そして、同時にショッピングモールや映画館、スタバの入った図

書館などを作ったり、良好な住宅地を提供していけば、必ず若者に

選ばれるまちづくり、定住促進にもつながるものと考えますが、市

長の考えをお伺いいたしまして２回目の質問を終わります。 
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」；￥（３回目） 

 公共施設マネジメントについてお伺いをいたしました。公共施設

は、行政改革の根幹的課題であるということ、そして地方財政にと

っての時限爆弾であるという認識が市長には、全くと言ってもいい

ほど感じられずに残念であります。 

 私は折に触れて、例えばタウンミーティングなどの時に古河市は

今、このような状況にあるということを市民のみなさんに理解を求

めていくことが重要であると考えます。職員の皆様の中にも、この

ままいくとやるべきことができなくなってしまうのではないかと考

えている人も少なくないのではないか思います。 

 一方で、町を豊かにする、将来財源を確保できるような事業を推

し進めていかないと、公共施設を維持するための財源がより少なく

なってしまいますので、より悲惨な状況に陥ってしまうと思います。 

あれもしたい、これもしたいということがあっても、どこの町でも

市民に我慢をしていただいて工夫をして、将来のことを考えて財政

運営をしていると思います。ぜひ市長がインフラ対策の先頭に立っ

て行政改革の最重要課題であるという認識の下で取り組んでいただ

きますようお願いを申し上げます。 

 また、「都市基盤の整備～若者が夢と希望の持てる魅力的なまちづ

くり」についてお伺いいたしました。 

 昨日の生沼議員さんの質問にもありましたが、「古河駅東部土地区

画整理事業」は、将来の財源確保につながり、後世になっても本当

に良かったといわれるまちづくりになるのでぜひ進めていただきた

いという悲痛な叫びであったと思います。そして、言葉は適切では

ないかもしれないが、市民は「メルトダウン」をしているというこ

とでもありました。市の顔ともいうべきところが草ぼうぼうでは、
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市民はがっかりしてしまいますし、若者が夢と希望の持てる町には

ならないと思います。 

 また、定住促進、良好な住宅地の供給という観点からも「古河駅

東部地区区画整理事業」とともに「大堤南部地区区画整理事業」も

推進して、新駅周辺開発を筑西幹線道路の整備とともに行ない、商

業施設や文化交流拠点の整備をしていくことで、必ず若者に選ばれ

るまちづくりにつながるものと確信いたしております。 

 市長が「あんな山の中には、駅なんか出来っこないよ」と言って

いるようでは、若者ばかりでなく、市民もがっかりしてしまうと思

います。 

 政治とは、市民の夢を壊すことではありません。市民の夢を実現

することであると思います。また、一生懸命頑張ればできるという

姿を見せていくことが政治の役割であり、と同時に教育でもあると

私は、考えます。 

 ぜひ若者が夢と希望の持てる魅力的なまちづくりを進めていただ

きますようお願いをいたしまして、私の質問を終わります。 


